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管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
︵
管
診
協
︶
は

平
成

年
の

発
足
以
来

管
路
施
設
の
調
査
診

断
・
改
築
修
繕
に
関
す
る
専
門
技

術
集
団
と
し
て
管
路
管
理
技
術
に

関
す
る
調
査
研
究

普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

そ
の
成

果
や
そ
の
時
々
の
テ

マ
に
基
づ

い
た
新
知
見
に
﹁
見
て
﹂﹁
聞
い

て
﹂﹁
触
れ
る
﹂
場
と
し
て

実

務
者
向
け
の
講
習
会
︵
技
術
シ



ケ

ス
︶
を
毎
年
全
国
各
地
で

行

て
い
ま
す


　
今
回
の
注
目
点
は

座
学
と
別

に
出
展
ブ

ス
を
設
け
る
技
術
シ



ケ

ス
本
来
の
姿
で
実
施
す

る
こ
と
と

講
習
会
第
１
部
を
２

会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う
テ

マ
を

持

て
実
施
す
る
こ
と
で
す


　
技
術
シ


ケ

ス
の
テ

マ

は

東
京
会
場
で
は
﹁
ウ


タ


Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
す
る
前
に
﹂
を

サ
ブ
テ

マ
と
し

名
古
屋
会
場

で
は
﹁
人
孔
浮
上
対
策
と
管
口
耐

震
化
﹂
を
サ
ブ
テ

マ
に

そ
れ

ぞ
れ
テ

マ
に
沿

た
国

地
方

自
治
体
の
取
組
み
等
を
紹
介
す
る

ほ
か

共
通
の
座
学
と
し
て

今

般
新
た
に
改
定
し
た
当
協
会
の
新

歩
掛
に
つ
い
て
の
紹
介
と
出
展
ブ


ス
技
術
に
関
す
る
紹
介
を
行
い

ま
す


　
出
展
内
容
と
し
て
は

本
年
度

当
協
会
の
歩
掛︵
案
︶を

５
年
ぶ

り
に
新
た
な
設
計
委
託
業
務
歩
掛

︵
﹁
マ
ン
ホ

ル
浮
上
対
策
実
施

設
計
﹂
お
よ
び
﹁
マ
ン
ホ

ル
管

口
耐
震
化
対
策
実
施
設
計
﹂︶
を

追
加
し
て
改
定
し
た
こ
と
か
ら


マ
ン
ホ

ル
浮
上
対
策
工
法
と
管

口
耐
震
化
技
術
な
ら
び
に
当
協
会

が
取
り
扱
う
新
た
な
マ
ン
ホ

ル

・
管
口
点
検
技
術
に
関
す
る
活
用

事
例
な
ど

管
路
管
理
の
最
前
線

で
お
役
に
立
つ

時
節
に
応
じ
た

も
の
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た


　
上
下
水
道
事
業
で
は

昨
年
ウ



タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
レ
ベ
ル
３
・

５
と
し
て
設
定
さ
れ

本
年
４
月

に
は
主
た
る
上
水
道
行
政
が
国
土

交
通
省
の
所
管
に
な
り

上
下
水

道
一
体
と
な

て
整
備
・
管
理
が

な
さ
れ
る
環
境
が
整
う
な
ど

わ

れ
わ
れ
は
変
化
の
著
し
い
時
代
に

あ
り
ま
す
が

民
間
団
体
と
し
て

官
が
抱
え
る
多
様
か
つ
複
雑
化
し

た
諸
事
業
課
題
の
解
決
に
向
け


ま
ず
は
事
業
領
域
の
近
接
す
る
民

｜
民
間
で
の
連
携
・
協
働
を
深
化

さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

今

回
の
技
術
シ


ケ

ス
も
そ
う

し
た
民
民
連
携
の
好
事
例
と
し
て

注
目
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す


　管路診断コンサルタント協会では６
月日に東京会場、７月日に名古屋
会場で第１回技術ショーケースを開催
する。目玉として、マンホール浮上対
策およびマンホール管口耐震化対策の
実施設計積算基準（案）を追加した「下
水道管路施設改築・修繕に関する設計
業務委託標準歩掛（案）－令和６年度版
－」のほか、ウォーターＰＰＰに関す
る最新動向が発表される。ブース展示
では、管路耐震対策を中心に技術紹介
が行われる。本特集では、ショーケー
ス開催に先立ち概要を紹介する。
【開催概要（東京会場分）】
▽日時＝６月日、時分開始▽場
所＝ＣＩＶＩ研修センター日本橋Ｎ５
ＨＡＬＬ（東京都中央区）▽参加費＝
官公庁・協会員は無料、非会員円

　
■
下
水
道
事
業
の
持
続

　
　
可
能
性
を
高
め
る

　
　
官
民
連
携
を
考
え
る

　
公
営
企
業
を
経
営
す
る
自
治
体

と
運
営
を
サ
ポ

ト
す
る
民
間
企

業
は

ニ

ズ
と
シ

ズ
の
マ


チ
ン
グ
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い

ま
す

管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
︵
以
下

管
診
協
︶
は


管
路
診
断
の
エ
キ
ス
パ

ト
と
し

て

こ
れ
ま
で
に
培

た
技
術
を

も

て

下
水
道
事
業
の
持
続
性

向
上
に
貢
献
し
ま
す

不
確
実
性

が
高
ま
る
社
会
の
公
共
サ

ビ
ス

と
し
て

戦
略
的
な
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
に

図

１
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果
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す
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的
な
投
資
計
画
を
立

案
し
ま
す


　
■
合
理
的
な
診
断
に

　
　
基
づ
く
管
理
・
更
新

　
　
一
体
の
計
画
へ

　
こ
れ
ま
で
の
下
水
道
ス
ト

ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
績
を
踏
ま

え

特
に
コ
ン
ク
リ

ト
系
管
路

の
経
年
的
な
劣
化
に
つ
い
て

空

気
あ
る
い
は
水
質
環
境
の
影
響
で

大
き
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た

そ
の
他
の
管
材
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
と
研
究
に
よ

て


異
常
現
象
が
現
れ
る
劣
化
機
構
が

明
ら
か
に
な

て
き
ま
し
た

管

診
協
は
合
理
的
な
管
路
診
断
の
体

系
化
を
試
み

複
数
の
意
思
決
定

シ
ナ
リ
オ
を
も

て

自
治
体
の

特
性
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わ
せ
た
管
理
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新
一

体
計
画
へ
の
シ
フ
ト
チ

ン
ジ
を

推
進
し
ま
す


　
管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
︵
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下

管
診
協
︶
で
は

皆

さ
ま
か
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の
ご
要
望
が
多
か

た

マ
ン
ホ

ル
浮
上
対
策
お
よ
び
マ

ン
ホ

ル
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震
化
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策
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施
設
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追
加
し

た
﹁
下
水
道
管
路
施
設
改
築
・
修
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す
る
設
計
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務
委
託
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準

歩
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案
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令
和
６
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運
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な
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ポ
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追
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﹂

﹁
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耐
震
化
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策
﹂
実
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積
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基
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案
︶の

収
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平
成
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よ
り
下
水
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総
合

地
震
対
策
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業
が
実
施
さ
れ



年
が
経
過
し
ま
し
た

令
和
５
年

度
か
ら
は

帰
宅
困
難
受
入
れ
施

設
の
う
ち
一
時
滞
在
施
設
と
終
末

処
理
場
と
を
接
続
す
る
管
路
施
設

を
交
付
対
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と
し
て
追
加
さ
れ
ま

し
た

さ
ら
に
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タ

Ｐ
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の
導
入
を
決
定
済
み
と
し
な

く
て
も

総
合
地
震
対
策
計
画
の

対
策
対
象
施
設
に
つ
い
て
は
交
付

対
象
と
な
り
ま
す

こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら

今
後
も
地
震
対
策
事
業

の
拡
大
・
充
実
化
が
図
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
と
捉
え

本
標
準
歩
掛

︵
案
︶の
策
定
に
至
り
ま
し
た


　
②
歩
掛
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
整

理
収
録
お
よ
び
国
か
ら
の
事
務
連

絡
・
通
達
資
料
の
充
実

　
近
年
は

マ
ン
ホ

ル
更
生
実

施
設
計
や
高
解
像
度
カ
メ
ラ
を
用

い
た
マ
ン
ホ

ル
・
管
口
点
検
に

お
き
ま
し
て

多
く
の
質
問
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
今
般
こ
れ

ら
の
質
問
お
よ
び
回
答
の
う
ち


本
標
準
歩
掛︵
案
︶に
関
連
す
る
も

の
を
抽
出
整
理
し

収
録
し
ま
し

た

歩
掛
の
ご
利
用
に
際
し

疑

問
解
消
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す

ま
た

本
標
準
歩

掛︵
案
︶の
発
刊
に
際
し

ま
し
て

新
た
に
発
出

さ
れ
ま
し
た
事
務
連
絡

や
通
達
の
う
ち
管
路
施

設
の
改
築
・
修
繕
に
関

連
す
る
も
の
を
カ
テ
ゴ

リ
別
に
分
類
し

わ
か

り
や
す
く
整
理
し
て
お
り
ま
す


　
■
歩
掛
利
用
者
・
発
注
者
の

　
　
皆
さ
ま
へ

　
今
般

改
訂
歩
掛
を
発
刊
す
る

に
当
た
り

こ
れ
ま
で
の
歩
掛
に

つ
い
て
は
廃
版
と
な
り
ま
す

発

注
者
の
皆
さ
ま
は
じ
め

管
診
協

の
歩
掛
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き

た
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
最
新
版

と
し
て
本
標
準
歩
掛︵
案
︶を
ご
活

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す


　年に阪神地区を襲った兵庫県南部地震以降、下水道をはじめとする
管路には大きな地震動に対する耐震性が求められるようになり、国土交通
省では下水道施設の耐震化が推進され、その一つとして、マンホールと管
との接続部を可とう化することで管きょの破断を防ぐ対策などが実施され
ています。現在、全国の下水道管路の総延長は約万㎞であり、そのうち
布設から年を経過している管路が約３万㎞、年後には約９万㎞、年
後には約万㎞に達すると見込まれ、管路の老朽化が急増しています。シ
ョーケースでは、新設のプレキャスト管どうしの耐震接続はもちろん、既
設管路の目地部の補修およ
び耐震化としても適応可能
な「ＴＢコーキング工法」
と、あらゆる形状、角度に
対して容易に対応可能なレ
ベル２地震動対応型の可と
う性マンホール継手「マン
ホールＴＢジョイント」に
ついて、３Ｄプリンターに
より製作した模型などを用
いて紹介します。

　年度の技術講習会では、管診鏡ＰＣ（高解像度管口カメラ）および
管診鏡ＭＣ（全天球型マンホールカメラ）の実機をそれぞれ１基展示しま
す。どちらの会場でも、模擬管（φ㎜）やマンホールに見立てた管（φ
㎜）を設置して、実演を行います。実際に、実機を手に取ってお使いいた
だき、リアルタイムに度が確認できること、管内の対象物が確認でき
ること、ライトの照
射能力など、使用感
を確かめていただけ
ます。今回の展示で
は、新たな商品とし
て、しなりを極力な
くした３種類のＣＦ
ＲＰ製ポール（ｍ、
．ｍおよびｍ）を
初展示する予定とな
っています。こちら
の製品もぜひ現地で
ご確認いただければ
幸いです。

　大規模地震の液状化におけるマンホールの浮上を防止する「安心マンホ
ールＶＤ工法」は、下水道のインフラ消失を防止するとともに、スムーズ
な復旧活動をサポートします。マンホール本
体を振動させて周辺地盤を締め固めることに
より地盤改良を図ることができる起振効果
と、液状化により発生する浮力に対してマン
ホールの底部から過剰水を取り込むことによ
り効率良く上昇した地下水をマンホール内に
排出し過剰間隙水圧を抑制する排水効果で、
マンホールの浮上防止に高い効果を発揮しま
す。施工は非開削、マンホール内での施工を行
うことで効率的に浮上防止を実現できます。
現時点で基以上の施工実績を有してお
り、先の能登半島地震の対象地域での震災後
の状況でも、マンホールが浮上した形跡がみ
られなかったことと、地下水がマンホール内
に排出された形跡があったことから、「安心
マンホールＶＤ工法」の浮上抑制が有効に機
能したことが証明されました。


